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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、摂食行動の調節に関与するGタンパク質共役受容体である。コードされるタンパク質は、視床下部の神経ペプチドであるオレキシンAに選択的に結合する。関連遺伝子（HCRTR2）は、オレキシンAとオレキシンBに結合するGタンパク質共役受容体をコードする。[RefSeq提供、2009年1月],機能：オレキシンAに対する中等度選択的な興奮性受容体であり、オレキシンB神経ペプチドに対してはより低い親和性で結合する。ヘテロ多量体Gタンパク質のG(q)サブクラスとのみ共役し、ホスホリパーゼCを介したシグナル伝達カスケードを活性化すると考えられる。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	RAW264.7細胞ライセートのHCRTR1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HCRTR1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

